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|浬
經
弯
學
の
輝
け
る
先
驅
者
ク
ー
ル
ノ
ー
,(Antcineiugustin coul;not)

の
不
朽
の
名
著「

富
の
理
論
の
數
學
的
原
理
に
關
す 

.

.
る
^

^fJRechesches;... smiles.'prlncipes .._.mat

'g:nlatiqlles 'de:..la...th€orie:d€&. ri

'ohesses)

か
出
版
-5
れ
た
-の
.は
一
八
三
八
年
...

で
あ
る
.か』

、
今
年
は
丁
度
そ
の
百
年
目
に
當
か
9
こ
れ
を
記
念
す
る
爲
に
外
國
の
經
濟
學
欺
門
雜
誌
に
は
旣
に
ニ
三
の
記
念
論
文
も 

埸
げ
ら
れ
ッ
特
に
本
年
七
好
コ
^
ラ
ド
太
學
に
開
か
れ
た
第
四
囘
ヵ
ゥ
ル
^
經
濟
學
硏
究
委
員
會
ハ
ジ
汰
炙
ジ 

for Reser- 

...ch in.:

^'
§

9日
*̂
^
の
如
き
；は
議
題
0
中
心
.を
ク
.
ル
'ノ
ー
.硏
究
に
置
い
た
程
で
あ
る
:0
.私
の
如
.き
が
こ
の
偉
久
な
學
者
に
つ
•い
，て
今 

更
蝶
-々
す
る
必
要
も
な
い
と
.思
ふ
が
、
簡
単
に
彼
の
坐
涯
と
理
論
體
系
の
輪
廊
を
傅
へ
、
以
て
先
覺
者
に
對
す
る
思
慕
の
一
端
を
披
瀝 

.す
'る
.を
許
さ
れ
.た
’い

.0
,
.
,
：

:ぐ
.
.
.
'
:
,
'
.
-

クールノーは一八

0

;
ー年八

.月
怫
蘭
瓯
オ
ー
ト
*
サ
、オ
ン
州
グ
レ
ー
市(

サ
オ
ン
河
'に
臨
み
人
ロ
約
五
萬)

に
坐
れ
、1

八
七
七
/-
キ 

五
月
巴
里
に
逝
く
。
巴
，里
のH

コ
ー
ル
•
ノ
ル
マ
ァ
ル(

肺
範
學
.校〕

に
學
び
、.
間
も
な
く
サ
ン
•
シ
ィ
ル
ー
兀
帥
の
秘
書
と
な
つ
て
十
年
間 

チ
ポ
レ
オ
.ン
酿
锻
記
八
卷
の
完
成
に
盡
力
し
た
。

一

八
一
一
九
年
理
學
博
士(

a
o
c
t
e
u
r

 

s
c
i
e
n
c
e
s
)

の
稱
號
を
獲
得
し
、
爾
後
天
文
學
、 

.
カ
學
及
び
.數
學
に
關
し
て
幾
多
の
論
文
を
發
表
し
た
。
著
洛
な
數
學
者
ポ
ア
ソ
ン
'の
知
彈
を
得
た
の
も
こ
の
顷
0 .
祺
で
あ
な
。
後
リ
オ

■.
'
U

 
ぐ
'

 ̂

.
ノ
ン
'
,
' 

:

;



.

■
ク
ル
ー 
ノ 
了「

富

9
理
'腧
し
の
出
版
、耳
牢
に
際
し
て 

ー

ー

四

,(

一
七
0
0)

〔

ン
大
學
及
び
グ
ルN

I
K

ル

大

學

篇

置

證

慕

當

し

、
•
一
 
八
一
一
一
八
年
に
は
視
學
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
巴
®
に
.移
り
、
瞀
ず
も
永

往
の
地
士
な
つ
た
の
で
ぁ
る
-0
.
.
‘

-
-
, 

> 

.

- 

. 

.
.(
謎)

彼

'の
傅

/|
0
は
彼
が
瓦
1~九
^
の
と
き
著
し
た
15̂
想
錄
上
、
-こ
.れ
に
越
い
て
ム
|
.ァ
が
ー
九
〇
5£
-年

Revue’ de. 

m
6thaphfsque 

et 

de. 

■8
。
菩

.
-に
發
表
1
た

.

.1文
に
詳
ん
い
。

•

彼

O'
科
學
.的
興
味
は
頗
る
廣
饥
に
一
旦
る
が
、
特
に
數
學•§

! ：

學
及
び
經
濟
學
に
關
し
て
優
れ
た
才
能
を
發
账
し
たo

そ
し
て
こ
t
ら
硏 

究
を
貫
く
も
の
は
確
率
现
論
で
ぁ
つ
て
、
彼
の「

偶
然
と
.確
率
の
理
論
の
序
說J EXI>os

rt>».

を

矿

des chances et d
e
s

で
3
丨
 

bab
l

/is, 

1S4S.
は
確
雍
論
に
關
す
る
不
朽
の
名
著
に
數
'へ
ら
れ
•て
み
る
。...

-#
,の
讓
理
論
の
管
は
ル
ネ

•
'ロ，ィ
氏
の
次
の
言
葉
に 

•要
約
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
日
く「

觀
察
の
誤
|
|
'
を

特

，
に

問

題

，
と

し

た

ラ

ブ

ラ

ス

に

，
取

つ

て

は

.、確
率
論
の
援
用
は
吾
人
の
^
！?
乃
下
完 

金
さ
を
窻
味
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
，
反
之
ク
ー
ル
ノ
ー
.に
取
つ
て
は
確
率
の
.理
念
は一.

切
の
徘
學
的
概
念
と
離
れ
て
.事
物
の
本
性
. 

そのもぅちに横はる

Q

で
ぁ
る
。
.こ
れ
に
關
す
る
爾
後
，

Q

硏
究
ほ
ク-

ル

ノ

見

g
Q

正
し
羞
立
證
す
る
に
至
つ
た」

と
。

. 

’
，
；

' 

' 

■
- 

- 

. 

(

註)

，
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿「

&
則
に
於
け
る
.必
然
性
と
藍
然
性」(

本
誌
第
三
十
ー『

卷
第
三
號〕

を
參
照
さ
れ
た
い
0

彼
が
一
切
の
利
藥
を
ば「

數
貴
の
利
學」

と「

組
合
せ
の
科
學」

と
に
分
つ
た
こ
と
は
極
め
て
法
目
に
値
す
る
。‘
前
者
は
物
理
學
の
如
き 

，も
の
で
、
實
驗
的
證
明
を
餘
り
必
要
と
し
な
い
も
の
、
換
言
す
れ
ば
先
驗
的
他
質
に
富
む
も
の
で
ぁ
り
、
後
者
は
社
會
科
學
£>
如
き
も 

の
で
、
不
斷
に
賽
の
記
錄
を
必
要
と
す
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
經
驗
的
即
ち
確
率
論
的
要
素
に
立
脚
す
る
も
の
で
.
る
0
彼
の
經
濟
:.
. 

理
論
が
そ
の
嚴
格
な
.徽S

的
表
現
に
も
拘
ら
ず
/'
背
後
に
絕
ぇ
ず
事
實
’に
對
す
る
眞
摯
於
.敷
求
の
：窺
.は
れ
る
の
も
實
に
如
上
0 

諶
く
と
見
ら
れ
や
う
。
彼
自
身
は
後
に
述
べ
る
や
う
に
こ
.の
希
望
を
實
現
し
'得
な
か
っ
た
。
併
し
そ
れ
は
全
.く
當
時
經
濟
統
社
の
具
備

，し
な
か
つ
：た
結
梁
に
過
ぎ
ず
、
彼
自
身
と
し
て
&
明
か
，に
正
し
，い
進
路
を
認
黴
し
て
ゐ
た
の
.で
あ
る
。

’
以
上
の
，前
置
.か
ら
直
ち
に
表
題
の「

窟
の
理
論」

に
移
，ら
ぅ
。：
數
理
鮏
濟
學
の
聖
典
と
，も
見
ら
る
可
き
本
書
に
於
て
.特
に
吾
人
の
注
目 

に
値
す
る
も
の
は
-»
‘>>
文
に
開
陳
さ
れ
た
經
濟
學
め
數
理
的
牲
質
に
關
す
，る
所
說
と
*
主
た
る
内
容
^
先
す
と
こ
ろ
の
需
要
独
則
、
獨 

，
.
占論
及
び
外
國
贸
场
論
と
で
あ
•ら
ぅ
。
素
ょ
げ
そ
の
.何
れ
も
が
幾
多
ヴ
.灘
問
を
包
藏
す
る
も
の
.で
、
簡
單
に
.そ
の
全
貌
を
傅
へ
る
が
如 

き
は
到
歲
及
ば
ざ
る
上
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
、で
は
僅
か
に
そ
め 
ー
^
を
^
;ベ
る
に
留
め
ざ
る
を
得
散
い
。

' 

.
S

經
齋
學
が
何
故
數
學
的
な
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。
彼
は
極
め
セ
1

に
ア
ダ
ー
ム
ブ
ス
ミ
：3
以
後
の
大
經
濟
學
苕
達
の
偏
見
を
指 

摘
し
て
次
の
如
べ
言
つ
て
.ゐ
る
。「

彼
等
の
思
ふ
と
こ
ろ
は
か
ぅ
で
あ
石
。
符II

並
び
に
公
式
使
用
の
卧
讷
は
、
單
に
數
'(
D
R+
算
肥
導
く 

こ

と

に

あ

，
る
、

.、然
る
に
观
扒
に
».
'
耽
ぜ
ら
れ
る
如
く
、
經
濟
學
の
問
題
は
斯
く
の
如
き
理
_
|
1
»
に
ょ
る
價
値
'の
.
數

字

的

決

卑

に

は

適 

.常
し
な
い
。
そ
こ
で
公
式
と
い
ふ
要
典
は
、
た
と
へ
誤
れ
る
結
®
に
導
く
惧
れ
な
し
と
し
て
も
、、
少
く
と
も
無
用
に
し
て
街
學
的
な
も 

P
で
.̂
1
と

結

論

せ

ら

れ

た

の

ゼ

.あ
•る
。
併
し
數
學
解
析
に
長
ず
る
人
々
は
、
そ
の
目
的
が
母
に
數
を
許
箅
す
る
に
止
ま
.ら
ず
*
進
ん 

で
•

的
，に
表
現
し
得
ざ
，る
犬
さ
の
關
係
を
見
出
す
爲
に
も
、
f

の
法
則
が
代
數
的
胤
號
を
似
て
說
明
し
得
ざ
る
凾
數
間
の
關
係
を 

見
出
す
爲
に
も
„、用
办
ち
，れ
枭
ヒ
.と
を
知
.つ
て
％
る
0
例
へ
ば
或
る
種
の
，射
悻
遊
戯
の
場
合
0
如
き
單
純
丸
る
興
味
の
問
題
を
除
け
ば
、 

偶
發
事
件
に
數
的
價
値
を
與
べ
る
爲
に
は
必
ず
經
驗
の
助
を
要
，す
る
に
も
拘
ら
ず
、
な
ほ
確
雄
^
理
論
は
極
め
て
®
要
な
る
走
理
の
說 

•，明
を
與
へ
.る
の
^
あ
る
。
：
：
.大
‘さ
の
間
の
關
係
が
問
題
と
な
れ
る
場
合
に
、
數
學
の
符
號
を
使
用
す
る
事
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
。 

リ
カ
ー
ド
、の
加
く
、
最
も
抛
象
的
な
る
問
題
を
取
敗
ふ
に
際
し
て
は
.、
或
ひ
は
又
、
大
い
に
茁
確
を
求
ぬ
る
場
合
に
は
、
代
數
を
避
け
- 

得
な
，か
つ
为
人
々
.も
お
各
0
而
も
彼
等
は
.そ
れ
を
'冗
長
な
る
箅
術
的
针
媒
に
ょ
つ
.て
1

し
た
の
で
あ
つ
た
ド
と
。
併
し
.
は
經
濟
的 

’
•

1

0
速
續
的
凾
贩
關
係
に
鑑
み
、
こ
れ
を
取
齔
ふ
に
初
等
代
數
摩
を
以
て
>
る
め
不
可
、な
る
を
述
べ
、
微
積
分
學
の
援
用
の
避
く
可

;

へ。

寒 

s

_

_

)

/:
:
'
1
1
_

oi
§
:
fe
敗



ク
ル
.■丨
ノ
.
1
1
富
の
观
論」

の
出
版
百
屯
に
際
し
て 

I

一

六

C
1

七
o
ニ)

.
ら
名
^
を
斷
言
し
、
.そ
の
.方
法
を
明
か
な
ら
し
め
る
'•
事
を
以
て
、
本
書

.の
主
た
■る
目
的
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o 

.
今
日
理
論
經
濟
學
5D 

或
名
も
の
が
勝
に
數
理
經
、濟
學
と
稱
せ
ら
れ
石
唯r

の
根
據
は
、
理
論
の
.敍
述
及
び
股
開
に
單
に
數
學
を
使
用
す
る
ど
い
ふ
事
で
は
な 

く
';
實
は
微
稹
分
的
解
析
法
を
適
用
す
る
と
い
ふ
事
實
に
在
る
と
言
つ
て
ょ
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
ク
ー
ル
ノ
ー
が
本
來
の
蒙
味
に
泠

.

.

/
付

;̂
數
理
經
濟
學
の
創
始
者
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
全
く
正
し
い
o
. 

. ノ

. 

,

.

10}
.

.

ク

ー

ル

ノ1
0

「

富
の
理
嚴j

の

具

體

，的

內

容
K
於
て
、
需
要
法
則
0.
理
論
こ
そ
何
人
も
認
め
る
最
高
峰
で
あ
ら
う
0 

M
o
理
論 

の
前
提
と
し
て
被
は
一
ケ
の
快
樂
厭
則hedonistic principle

を
置
く
。
0
く
-「

交
換
價
値
理
論
の
根
本
を
漤
く
に
當
つ
て

.…

菩 

.々
；
は

唯

」

，
の

公

理|:
-
設
定
す
る
、
j
ひ
は
唯一

の
.假
定
を
置
く
と
し
て
も
ょ
い
0(
即
ふ
各
人
に
彼
の
財
乃
至
勞
働
か
ら
出
來
得
る
限
.り 

大
な
る
價
値
を
獲
ん
と
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
名」

.と
。
こ
の
公
理
.が
後
の
.
.

g

界
效
用
學
說
の
典
通
的
前
提
と
さ
れ
て
ゐ
る
C
.と
は
何
人
、

も
知
1
と
こ
ろ
.で
あ
ら
う
。
涔
て
彼
は「

財
，の
價
格
は
供
給
量
に
反
比
例
し
、
.需
要
量
に
疋
比
例
す
る」

と
の
舊
來
の
秦
要
法
則
を
.全
く
：

■*
意

味

ぶ

命

題

な

；丨

ど

斷

|
-»
'し
_
番
_
欣
洛
濟
即
:̂
_
す
^
重

高

:;
'
>或
ひ
.は
：年^
の
：需

耍

量0
;を
^
て
 ̂

の
© 

殊
函
數.^'.(p)

な
り
'と
し
や
う
® 

.
と

.
Q

凾
數Q.

形
を
知
る
こ
と
こ
そ
所
謂§

要
或
ひ
は
•
か
の
法
則
.
’
を
知
る
所
以
■で
あ
.る」

、と
.

言
明
.

‘し
た
。
そ
し
て
こ
の
凾
數
は
連
續
凾
數
な
る
べ
き
こ
と
、
及
び
負
の
傾
き
を
持
つ
禀
を
述
；へ
て
.ゐ
る
が
、「

需
要
法
則
に
は
、
列
記
す
る 

事
も
測
定
す
る
事
も
出
來
な
■い
多
數
の
精
神
的
原
因
が
影
響
す
る
；が
故
'
 
吾
々
は
こ
の
.法
則

を

代

數

的

公

式

を

以

て

表

現

し

.
う

る

も 

の
.
は̂
#
待

し

得

教

い

丄
.
.と
|"
じ
.
'
:
.
.
'

一
.見

具

.̂
:
的
||
'
要
'{
1
1
1
線

0

出̂

を
.否
定

し

て.ゐ
.る
ゃ

う

で.あ
_
_
る

が
'̂
併

し

特

殊

：の
：
事

例

に

.於

.て
は

： 

銃
針
的
に
こ
れ
が
必
ず
し
も
不
可
能
に
非
ざ
る
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。、
へ，
ン
リ

.
1

W

ム

ー

ア

.

の
偉
大
な
頭
1
が
ク
！
ル
ノ
ー
の
志
を̂
承
 

し

B1
量
紅
濟
學
.へ
.
-
:
.

の
'途
:|
:
開
拓
す
：る
.
至̂
'つ
，.た
事
は
旣
に
.私
.も
度
‘々
.
.
の

機
#
に
.
論

述0
.て
ゐ
..
る
，と
と
.ろ
：で
あ
，る
。
.な
ほ
クr-

レ
ノ
1
,

-

、
. 

は

.一
商
品
の
需
要
は
該
商
品
の
價
桮
の
凾
數
な
丨
と
し
た
が
、
こ
の
一
値
凾
數
の
概
念
が
ヮ
ル
ラ
ス
'に
ょ
つ
て
多
値
凾
數
の
そ
れ
エ
轉
'
:.

( 輯ロ

化
せ
し
め
ら
れ
、
.ー.
.般均
衡
理
論
れ
蕺
礎
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
事
も
亦
今
日
で
は
學
恥
周
知
.の
事
實
で
あ
.る
。
即
ち
ヮ
ル」

フ
ス
はr

商

' 

品
の
需
要
は
該
商
品
の
價
格
の
み
な
ら
ず
、

一
切
の
商
品
の
價
格
の
®
數
な
り
と
し
、
ク
ー
.ル
入
l
(D
,d
=
F

(
p)
^

^

O

U

F

Q

マ

. 

P
2
,

- ^,
:

:

)

と
改
め
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
.ム
ー
ア
は
こ
^

ヮ
‘ル
.>ァ
ス
の
ム

般
的
靜
態
論
に
裒
に
時
な
る
要
素
を
邡
へ
る
*

に

ょ

つ
 

て
動
態
論
に
移
行
せ
し
め
、
こ
れ
に4

、

體
的
色
彩
を
與
へ
た
に
外
な
^
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
..
て
‘
ク

ー

ル

ノ

ー

こ

そ

今

日

の

需

要

理

論 

の
眞
の
，創
始
者
と
認
め
ら
る
べ
-き
も
の
で
あ
る
。
：：

.

.
ノ 

:

;

.
、®

':
:
:
:薷
要
_

給
の
敏
論
に
嚴
|

^
期

戈

る

爲

が

は

市

竭

狀

態

本

關

し

て

特

に

■
:

鍊
ど
■
占
ど
の11

つ
が
こ
れ
で
^
る
0湯
；1
:
.
ル
^
1ー
が
先
づ
獨
占
を
、
續
い
て
無
制
限
の
.競
爭
を
論
じ
て
ゐ
，る
^
は
右
に
寒
ぐ
ゃ
：獨^:; 

論
に
於
て
彼
は
第
二
に
は
银
產
費
が
零
'と
認
め
ら
れ
る
場
合(

鑛
泉
供
給
者
の
如
し)

乃
至
は
生
產
量
と
無
關
係
0
瘍

合

：を

問

題
4;
し

、

,v
:
“
素
一
バ&
生

爾

歡

が

生

產

量

ぬ
18
|
數
な
ぢ
場
合
を
問
題
<?
--:す
^
タ
*
も
注
0:
:
に
^
 

限界坐產費の一
 

.概
念
を
導
入
し
て
ゐ
I
事

で

あ

，つ

て
•
限
界
坐
產
費
の
.名
稱
は
遙
か
に
後
に
與
へ
ら
れ
た
尾
の
で
は
あ
る
が
V
既
に
彼
に
於
.て
明
^
な

.

'■
'
:義
現

：を

見

る

を
#-
を
,
を
恁
れ
：て
^
な
^
ぬ
：。.>獨
:̂
0::理
論
が
數
學
的
脱
^
 

:.. 

■價
格
の
連
續
®
敗
で
あ
る
事
か
ら
し
て
、
如
何
な
る
供
給
量
に
於
て
最
大
收
益
を
收
め
ぅ
る
か
は
、
微
分
法
の
原
理
に
從
つ
て
容
易
に 

決
定
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。

..

\

•
_ 

,.•■

な
ほ
獨
占
粗
税
の
原
則
は
彼
に
於
て
最
も
早
く
正
確
な
表
現
を
與
へ
.ち
れ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
問
題
は
數
理
經
濟
學
者
の
好 

V

む
へ
で
取
扱
ふ
と
之
■ろ
で
、
彼
の
直
後
に
'.K 

t
フ
'
 
ア
イ(Depuit)

が
特
に
深
く
こ
れ
を
堀
り
下
げ
以
て
今
日
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
で
あ

-

r

r

w

'

ク
j
ル

ノ

ー

の

第

三
‘章「

爲
替
に
就
い
‘て」

は
ル
.
ネ

•
ロ

ィ

の

指

摘

す

•る

如

く

本

*.
に
^
け
ふ
最
も
異
色
に
*
む
部
分
で
あ
る
。 

,

-
、
ク
-ル
i
-
V
T

「

富
の
.羥
論
レ
の
出
版
百
年
に
際
し
て 

(
, 

' 

■: 
ニ

.
'七-

-
(
1

七
.
0
1
5



'■
■:-.-'
T.':
..
 

V.'
;
;
..... 

.
;■
•
••;
.
. 

1
. 
:■
•■,
'
•
.•
-•..
:•
•

•

'

r

-.'

*.
:
.
: 

:
.
.

,.
:■
:
.
.
.
.
.

'■

,̂-
:
.
.
.
.
:

,;
•
,'
:
* 

.
::
■
■.、
，:•
.:(
:-
.
'

て，'.-'-

-'
-
.•-
. ..,':;.、-
:'
;•■•y 

.

. 

.
1
.
フ::::
s. ノ 

... 

-.:

:■
•
.••
• 

.• 

- 

rt..
 
,
.
,
v
:
.
.
.
.

..
:•
.
.
:
ir
.
v
•
.
.
.
. 

.

•:
.
'
-
%
'.
Vハ:•
•-..J 

- 

f
.
.
'

ぐ7
.
.

V..-, 

.,
'
v-,
'
.
.';
'.
.•>
ぐ-:'
,

-;
.:
.
:'f
t.‘
 
l,hf-
 
:.l-
-.l̂
;̂
;{
'

ル
I

1赘
の
理
論
し
の
由^
百
年
..
に
.
し̂
.て

八

<
1

七

a
四)

驚

し

他
の

部
分

と
同

，じ

ぐ

極

め

て

嚴

格

な

數

學

的

體

裁

を

保

ち

乍

ら

>
.
而

%-
現

霹

の

此

態

と

著

し

く

密

接

な

關

.聯

お

示

し

て
が
る
か
ら 

•で
あ
る

。

ロ

ィ

も「

こ

の

問

題

を

取

扱

ふ

に

當

り

、
彼

は

恰

も

取

引

技

術

に

長

じ

又

各

國

に

於

け

る

貨

幣

制

度

の

興

礎

た

る

一

，
切

D
政 

，策

を

熟

知

せ

る

人

の

如

ぎ

態

度

を

承

し

.て
ゐ
る」

と
批
評
し
て
ゐ

'る
，。

ク
.
.
丨
ル
'ノ
丨
は
總
，亡
办
商
業
國
■民

が

同r

貨

幣

單

位

を

採

用

す 

る
も
の
ふ
假

^
じ

一

國

の

支

拂

パ

-フ
ン

ス
に
现
は
れ

^
1’切

§
數

量

を

硏

究

し

、
と

.の
バ

.ラ
シK

の
決
濟

.が
如
何
に

®
替

(o
:

小

證

を
 

決

楚

し

、

こ

れ

が

或

る

限

度

を

超

え

る

場

合

の

み

金

龎

貨

幣

の

現

送

を

招

致

す

る

か

を

論

述

し

た

。

§

一
節
の
如
き
は
明
か
に
今
日 

の

金

现

霧

說

を

，表

明

せ

る

も

の

と

認

め

ら

れ

や

う

。

日

ぐ

.

.

「

M

sを
以
て
市
場S

が

每

年

市

場§
：

に

對

し

て

食
.ふ
.金
額
の
八

ft
を

、 

蒼

1
を

以

て

市

場

.(
2
)が
锚

年
市
場

(1
)
.に
對
し
.て
負
ふ
金
額
.の
合
許
を
示
十
も
の
と
ず
れ
ば
：
：
此

率

と

】

と

の

差

澈

が

、

. 

1

市

場

ょ

り

他

に

樹

す

る

貨

m
單

位

の

運

送

費

用

ょ

り

も

小

な

る

場

合

に

は

.、

ニ

市

場

間

の

貸

借

は

貨

幣

を

現

送

す

る

事

な

く

、

す

 

爲

替

相

場

の

作

用

Q
み

に

依

づ

‘て
決

濟

せ

ら

れ

る

で

あ

ら

う」

と
。

■

十

二

章

か

ら

彼Q

書Q

全

部

5
 S
て

論

及

す

る

事

は

こ

4

は

斷

营

ね

ば

な

ら

ぬ

.。
ま
た

'彼

©
硏

究

文

献

も

亦

、

そ
れ
が
餘
り 

に

多

い

關

係

上

，
こ

、
に

は

一

切

製

す

る

。

私

は

近

く

彼

.の
理
論
體
系
に
つ

い
て

#:
少g

細

に

論

述

し

や

う

と

企

て

、
ゐ

る

o

右

以

.：
 

諸

點

に

◊

い

て

は

こ

の

際

改

め

て

觸

れ

る

で

あ

ら

う

。

.

.

.

彼

の「

，富

の

理

論」

は

次

の

如

き

表

題

の

下

に

伊

太

利

語

、
英

語

、
證

語

及

び

白

本

語

に

飜

f

れ

て

ゐ

る

。
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"逢

<0
璉
論

0
缝

擧

議

，理
^
關
_
る
_
:
0
^
^
^
 ̂

或
ノ
：，：：
へ：：
:̂
ぐ
：

-

ク

へ

ン
に
ょ
る
右
英
譯
は
'

ん
シ
>

1
敎
授
の
監
修
の
下
に
成
つ
た
も
の
で
Y

原
荞
に
於
け
る
誤
謬
及
び
誤
植
を
訂
疋
す
る
と
共 

-に
數
學
式
の
&

解
及
び
數
理
^

濟
學
文
献
も
添
へ
'
た
極
や
て
良
心
的
钇
翻
謙
で
あ
る
。

‘
：
..,•.

「

富
の
.理《

1」

'0
亂
著
か
希
歡
本
中
の
希
觏
本
に
屬
し
、
古
書
览
集
を
以
、
却
ら
れ
ヾ
た
福
田
德
三
博
士
を
しV

、

「

私
は
三
+
年
間
こ
0 

書
を
手
に
人
れ
ん
と
欲
し
つ
\
未
だ
ご
れ
を
ー
‘見
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
つ
.た
1_
义
嗟
^
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
束
京
商
科
力
®
所 

藏
の
メ
ゾ
ガ
ー
文
庫
が
メ S

ガ
ー
敎
授
Ii
-ら
表
紙
に
ぞ
ぼselt

's:
.gell;ds 

_と
記
さ
れ
た
原
着
を
收
藏
し
て
ゐ
るS

；

は
同
大
學
の 

大
き
だ
誇
り
の 
ー
_つ
ふ
.言
ば
ね
ば
，な
ら
ぬ
0
原
著
の
-み
-如
そ

の

英

譯

す

ら

入

手

，は

極

め

.て
闲
難
で
あ
る
。
絡
る
に
中
山
敎
授
の
努
力
に 

_ 

，ょ
'つ
で
昭
和
ニ
年
邦
譯
於
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
何
人
も
直
接
ク
ー
ル
ノ
ー
に
接
し
ぅ
る
事
に
な
り
、
殊
に
敎
授
が
昭
和
十
一
年
金
篇
に 

つ
ぃ
て
设
訂
を
施
し
且
つ
耑
陂
文
踉
の
、一
册
と
し
て
驗
めy

BE
M
に
購
‘ひ
ぅ
る
ビ
至
つ
た
の
ル
我
國
經
濟
學
界
の
火
き
な
欣
び
で
‘あ 

る
。
こ
の
邦
譯
.が
英
譯
と
同
様
、
原
著
に
於
け
る
數
學
上
の
，誤
謬
を
訂
：业
し
且
つ
英
_
に
於
け
る
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
敎
授
の
，數
學
註
.を
も 

.

.收
鲦
し
て
ゐ
る
.の
は
遨
沱
親
切
で
あ
る
。
粃
雜
だ
際
物
的
翻
譯
の
氾
濫
す
I
飛
國
に
於
て
、
こ
の
譯
書
の
如
き
は
原
書
の
撰
擇
と
い
ひ 

翻
譯
の
態
度
と
い
ひ
特
記
.に
鸽
す
る
も
.の
で
あ
る
。
兎
に
沟
今
日
め
我
國
ほ
ど
容
易
に
ク
ー
ル
ノ
ー
に
觸
れ
得
る
國
は
な
い
の
で
あ
つ 

て
，
こ
.の
便
觉
が
も
し
充
分
に
利
用
さ
れ
な
v>
と
す
れ
ば
-、
學
坭
の
爲
に
と
れ
以
上
の
遺
憾
事
は
あ
り
得
"な
い
の
.で
あ
.る
。

..

經
，牌
學
に
關
す
る
彼
の
驊
作
は
本
書
の
外
ゆ
左
の
.

一T

つ
が
あ
る
？
何
れ
も
本
書
の
.平
易
化
乃
至
補
延
1
目
时

.ゼ
し
た
も
の
で
あ
，る 

が
3
本
書
に
、比
す
べ
ぎ
精
彩
は
認
め
難
い
' 

.
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‘
ク

丨

ル

ノ1
.の
.
こ

の
寄
が
•そ
0

秀
抜
な
內
容
に

拘

.ら
ず
、
限

报

效
用
學
說
の
眞Q

發
見
敎
と
も
見
ら
れ
る
夫
の
ゴ
ッ
セ
ン
の

「

人

：̂
 

交
通
の
法
則
の
發
達」

'と

共

に

. »
'數

十

年

の

長

き

に

瓦

つ

て

學

界

か

ら

忘

却

さ

れ

て

ゐ

た

不

幸

な

事

實

は

經

濟

學

史

上

の

一
大

痛

恨

I 

で

‘ぁ
る

(

8 

惟
メ
に
ぞ
ゎ
枳
本
的
原
因
が
一
般
の
經
濟
學
者
の
抱
く
轚

-m
對

す

る

無

頓

着

乃

至

反

感

に

在

つ

た

泰

は

^

へ
な
い 

が
、
同
時
に
ク
ー
ル
‘ノ

ー

の

極

度

に

無

味

乾

燥

な

文

體

に

も

在

つ

た

事

も

亦

否

め

な

い

の

で

ぁ
.2
>
。

比

較

的

單

純

な

數

學

式

に

服

定
し

、
 

こ

れ

を

展

開

す

る

に

魅

惑

的

_

を

以

て

し

た

ジ

ェ
ヴ
ォ
レ

ス

の

成

功

と

對

比

す

れ

ば

•
能
く
こ

.の
間

の

消

息

を

窺

へ

？

思

ふ0

而

I

.丨

ク

ふ

こ
Q

不
幸Q

書
を
忘
却
0
海

か

ら

ひ

.
き

上

げ

た

Q.

がジ，ゥォジスそ

Q

人

2

つ
たQ

も
大
き
馨

f

い
は
ね:

ば
な
ら
ぬ
-。
：

V
 

•.

■へ 

,

•

:

(

费
 

r
•
の
.間
の

事

情

は
>
> J. Nichol-Tragedies in t

h
e
®

 of Cournot (Econometrica, VOL, 6, 
N
o
. 3. 

1
9
3
>2
3
を
參
^
ざ

^.
こ *;o

.
經
濟
學
關
係
以
外
の
彼
の
_

は
次
の
如
く
で
‘、
特
に
一S

2
I

に
擧
げ
た「

偶
然
と
確
率
の
理
論
の
要
雨」

は
彼
を
一
流
の
鳌
者
と 

高
め
た
不
朽
の
箸
作
と
稱
也
ら
れ
て
ゐ
るO 

, 

、
 

■ 

\ 

• 

\

.
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d
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史
と
に
於

け

る

莪

本
理

念
の

關
聯

に
つ
い

て
の
一

’論)

Des 

institutions

. 

snstrdction imbUque, 
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を
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ク
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ー
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シ
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「
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文
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ガ
ァ
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ー
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r
d
n
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.
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の
飜
譯
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あ

：
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三
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年
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者
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翌

年

に

出

版

さ

れ
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が
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ら

；

d
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ゐ
る
こ
と

は

注
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